
令和7年度　昭島市立清泉中学校

技術・家庭（家庭分野）　年間指導計画、評価規準　「第３学年」

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 2

○ガイダンス
○家庭生活と消費
○購入・支払いと生
活情報

○自立と共生に向
かって、３年生の家
庭科の授業内容を
確認する。

○消費者の基本的な権利
と責任、自分や家族の消
費生活が環境や社会に及
ぼす影響について理解し
ている。

○自立した消費者としての
消費行動について問題を
見いだして課題を設定し、
解決策を構想し、実践を
評価・改善し、考察したこ
とを論理的に表現するな
どして課題を解決する力を
身に付けている。

○よりよい生活の実現に
向けて、消費者の権利と
責任について、課題の解
決に主体的に取り組んだ
り、振り返って改善したりし
て、生活を工夫し創造し、
実践しようとしている。

5 2

○商品の選択と購
入
○消費者被害と消
費者の自立
よりよい消費生活
のために

○消費生活とは何
かを知り、トラブル
に巻き込まれない
知識や技能を身に
つける。

○計画的な金銭管理の必
要性について理解してい
る。
○まざまな販売方法や支
払い方法を理解している。
○売買契約のしくみ、消費
者被害の背景と対応につ
いて理解している。

○消費者被害について、
問題発生の原因や予防す
る方法について、さまざま
な視点から考えることがで
きる。

○消費生活に関心をも
ち、自分の消費行動につ
いて振り返り、主体的に考
えようとしている。

6 2

○ガイダンス
○今の自分とこれ
まで、これから

○乳幼児期への
関心をもつ

○３年後に成年になる意
味を理解できる。

○自分や周囲の子どもた
ちのの成長過程をイメージ
し、乳幼児との関わり方に
ついて考えている。

○３年生の授業で身につ
けたいことを、具体的に考
えている。

10 2

○発達にとっての
大人の役割

○家族と幼児の生
活に関心がもてる。
○幼児の観察など
を通して、遊びの意
義について理解す
る。

○幼児の発達を支える大
人の役割について理解し
ている。

○乳幼児の発達に応じた
遊びの、安心安全を考え
ている。

○幼児の遊びについて関
心をもち、意欲的に学習に
取り組もうとしている。
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評価方法

・実技テスト
・課題
・定期考査

・レポート、プレゼン
・課題
・定期考査

・ワークシートの記入状況
・課題への取り組み

○幼児の発達について
理解するための課題
に、意欲的に取り組もう
としている。

○幼児の心身の
発達

○地域にある施設や仕組
みについて理解している。

1

○乳幼児の発達
と遊び

7 1

9 2

学期 月 時数 単元名と内容 単元のねらい

○幼児の発達や
生活の特徴を知
り、子どもが育つ
環境としての家族
の役割がわかる。

2

○多様な人々が暮
らす地域

○多様な人々が暮
らすための社会の
工夫を理解する。

○家庭生活は、地域と相
互の関わりで成り立ってい
ることが分かり、高齢者な
ど地域の人々と協働する
ことや介護などの関わり方
について理解する。

○自分の意見をまとめ、
仲間との意見交換ができ
る。

○遊びによって身につく能
力について知り、意義を理
解している。

○乳幼児がいろい
ろな遊びで育つ力
について考える。
○乳幼児のために
なる遊びについて
発表する。

3
○これからの自分と家族、
自分と地域などの関わり
方について、よりよくする
ためにできることを進んで
考えようとしている。

○家族、幼児の生活又は
地域の生活の中から課題
を設定し、考察したことを
論理的に表現するなどし
て課題を解決する力を身
に付けている。

○子どもの成長と
地域

○子どもの成長に
関わる地域の取り
組みを知る。

観点別評価規準（主たるもの）

○幼児の心身の発達に応
じた遊びや遊び道具、遊
び方などについて考えるこ
とができる。

○自分の意見を発表し、
学級で出てきた様々な視
点について考察している。

○家族や地域の人々と協
働し、よりよい生活の実現
に向けて、生活を工夫し、
家庭や地域などで実践で
きることを具体的に考えて
いる。

○幼児の心身の発達過
程と特徴が理解でき
る。

○幼児との関わり方に
ついて問題を見いだし
て課題を設定し、解決
策を構想し、実践を評
価・改善し、考察したこ
とを論理的に表現する
などして課題を解決す
る力を身に付けている。


